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西宮市自動運転 EV バス実証実験 視察報告書 

 

日時 令和８年２月６日（金）午後２時から午後３時３０分 

視察先 西宮市 甲子園エリア（自動運転 EVバス実証実験運行ルート） 

視察参加者 都市計画課（地域公共交通担当） 

計画調整担当課長 岡本 光嗣、主査 中村 瑛、主事 前田 祥吾 

対応者 西宮市交通政策課課長 

阪神電気鉄道㈱  都市交通事業本部 都市交通計画部 副部長 

              都市交通計画部 ご担当 

視察内容 実証実験の概要、自動運転 EVバスの乗車体験、 

意見交換（事前質問への回答） 

 

 
１．視察の目的  

播磨町地域公共交通計画に基づき幅広い視点で交通モードを検討しているなかで、自動

運転バスの実情を研究するため。 
今回の視察においては、主に自動運転バスの導入背景・運行体制・費用感・課題等を把握

することを目的とした。 
 
２．事業の概要 
・実証実験の主目的：バス運転士不足への対応、路線維持、利便性向上による交通利便性の 
高い住みたいまちとして選ばれるため 
・対象地域：人口密度が高く、利用者層が見込める「甲子園エリア」をモデル 
・実証期間：令和７年１０月８日（水）から令和８年２月１３日（金）で、平日約９０日 
・運行車両：自動運転 EVバス「Minibus2.0」 定員１５人 
・運行形態：自動運転レベル２（運転手が操作の責任を負った上で、特定条件下での自動運 

転機能）で運行 
・体制：セーフティドライバー（SD）＋システムオペレーター（SO）同乗 
・今後の目標：２０２７年度にレベル４運行（無人運行）を目標 
 
３．確認できた主なポイント 

（１）安全面・技術面 
・利用者アンケートでは「危険を感じた」人が約２５％ 
（急ブレーキ挙動等が要因であり、実証期間中に再チューニングを実施され、改善傾向との 
ことだが、本視察試乗中にも有り） 
・無人運行（レベル４）には、技術・制度・運行面で課題が多い 
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（２）運営主体 
・西宮市と阪神電鉄㈱の共同運営であるが、運営主体は阪神電車（公共交通事業者） 
・運転士不足という事業者課題が、実証推進の原動力となっている 
 
（３）費用面 
・国の補助制度（地域公共交通確保維持改善事業補助金「自動運転社会実装推進事業」）を 
活用しているが、実証運行でも高額 
・本格運行には自動運転技術だけでなく、運賃収受・遠隔監視等の周辺技術整備が必要 
・本格運行した場合のランニングコストは現時点で明確な見通しが立っていない 
 
４．視察の所感 

・自動運転を体験できたことは大変有意義であり、将来的な可能性は感じられた。 
・一方で、現状はセーフティドライバー等人員同乗が前提であり、レベル４実現までのハー

ドルは高い。 
・導入には交通事業者の主体性が不可欠であり、自治体単独での推進は難しい。 
・費用負担が大きく、現時点で播磨町が直ちに導入することは現実的ではない。 
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令和８年２月６日（金） 視察時写真 
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